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『FUJIKO』

ジャクソンのシネマハウスで会いましょう！
前 橋 市 国 際 交 流 員 　 ジ ャ ク ソ ン ・ バ ニ ス タ ー の 活 動 報 告  令 和 8 年 9 月

9月の映画
J a c k s o n  B a n n i s t e r

群馬県前橋市の国際交流員

（CIR)として、日本人と外国人と

の文化的理解を深めるために活

動しています。

映画はもう一人の家族

～前橋の街で新たな映画の発見を。地域とつながりを持った映画館を目指します～

映画を通じて家族のようなつながりを地域の皆さんと作っていきたいという思いから

“前橋シネマハウス”をオープンすることになりました。小さな映画館ではありますが、

前橋の街なかから様々な映画を発信しています。上映が少ないミニシアター系の良

作からシネコンで上映が終了したヒット作、お子様と一緒にファミリーで楽しめる作

品、過去の名画など様々なジャンルから作品をセレクトし新しい映画を発見してもら

える。そんな“シネマハウス”をつくっていきたいと思います。

前橋千代田町五丁目1ー16前橋プラザ元気21別館3階

C i n e m a  R e v i e w 7

前橋市のミニシアター「前橋シネマハウス」。映画好きの国際交流員ジャクソンが、支配人おすすめ

の一本を観て、レビューをお届けします。映画は国境を超える！

皆さん、映画館でお会いましょう!

2026年　日本



前 橋 市 役 所 文 化 国 際 課

ジ ャ ク ソ ン ・ バ ニ ス タ ー

 第 ７ 号  令 和 ８ 年 ９ 月

今回の映画レビューでは、現在前橋シネマハウスで上映中の

『FUJIKO』を紹介します！

日本映画の中には、まるでCMのように見えたり感じられたり

する作品が多く、演技に関しても、同じように整いすぎてい

てどこか不自然に感じられることがある。そんな中で、

『FUJIKO』はまさに待ち望んでいた新風のように感じられる

作品だ。『FUJIKO』は、厳しい社会に立ち向かうシングルマ

ザーという物語そのものを革新的なものにしたわけではな

い。むしろ、その設定はかなり王道的だ。それでも本作が際

立っているのは、期待の若手監督・木村太一が、その馴染み

のある物語を、躍動感のある映像、印象的な演技、そして意

外なほど明るく遊び心のあるトーンで描いているからだ。 

逆風の中でも、逆風の中でも、
人生はロックンロール。人生はロックンロール。
逆風の中でも、
人生はロックンロール。



本作は、昭和の日本を舞台に、娘の麻

理を育てながら苦闘するシングルマザ

ー、富士子の姿を描く。元夫の家族や

自身の母親、そして当時の社会に根付

いていた価値観からの圧力にさらされ

ながらも、富士子は「夫に頼って生き

るべきだ」という考えを受け入れよう

とはしない。彼女の苦悩を通して、本

作は、シングルマザーに対する支援が

今ほど一般的ではなかった時代に、多

くの母親たちが背負わなければならな

かった犠牲や苦労、そして強さを描い

ている。突き詰めて言えば、

『FUJIKO』は『ロッキー』のような作

品だ。ただし、戦う相手が社会なので

ある。 

まず、この作品が映画そのものを「革

命する」ような作品だと言うつもりは

ない。物語としては、「社会の常識や

周囲からの期待に抗い、自分自身のや

り方で成功しようとする、芯の強いシ

ングルマザー」という、比較的よくあ

るものだ。これまでにも、このような

基本的な構造を持つ作品は数多く存在

する。 

しかし、だからといって本作が凡庸に

なるわけではない。むしろ、その見せ

方が非常にうまく、純粋に楽しめると

同時に、考えさせられる作品に仕上が

っている。物語そのものを無理に作り

変えようとするのではなく、木村監督

はさまざまな演出によって、

そこに勢いと個性を与えている。 

その最も分かりやすい例の一つが、富

士子とロック音楽との関係だ。ロック

は、かつてギタリストだった父親から

受け継いだ単なる趣味ではない。それ

は、母親として、そして一人の女性と

して富士子に求められているものとは

別の、彼女自身のアイデンティティの

一部なのである。彼女がロックを愛す

ること自体が、母親や義理の家族から

押し付けられる「こうあるべき」とい

う生き方への反発になっている。 

同時に、富士子の個人的な闘いは、

1970年代後半の日本社会という、より

大きな環境とも結び付いている。彼女

に向けられる期待は、単に身近な人た

ちが意地悪だから生まれているわけで

はない。当時の女性に特定の生き方を

求めていた、より大きな社会の仕組み

を反映しているのだ。反抗や個性と結

びついたロックは、そんな生き方を拒

む富士子の姿を象徴するものとして非

常にしっくりくる。父親とロック、そ

して富士子自身のアイデンティティと

のつながりは、映画の序盤から明確に

示され、その後の彼女の生き方にも影

響を与え続ける。 

シングルマザーの苦悩という題材から

考えると、かなり重く、物悲しい作品

になることを想像するかもしれない。

しかし、



『FUJIKO』は意外なほど明るいトーン

を保っている。富士子が何度打ちのめ

されても、彼女は麻理を守り、生活を

支えるために前へ進もうとする。この

前向きさが、本作を重いテーマに押し

つぶされない作品にしている。富士子

は確かに苦しんでいる。しかし、映画

は観客に対して、常に彼女をかわいそ

うだと思うよう求めているわけではな

い。

このバランスを成立させている大きな

要因の一つが、キャストの演技だと思

う。キャスト陣は、物語のシリアスな

部分とコミカルな部分の両方をしっか

りと成立させている。特に富士子は、

周囲の人々や置かれた状況によって何

度も追い詰められながら、それでも戦

い続けるだけのエネルギーと頑固さを

持った人物として描かれる必要があ

る。その演技によって、キャラクター

には作品全体のテンポにも通じる推進

力が生まれている。物語が重くなって

も、富士子自身が完全に打ちのめされ

てしまったようには感じられない。 

この「シリアスさ」と「遊び心」のバ

ランスこそ、本作の大きな魅力の一つ

だと思う。シングルマザーが貧困や家

族からの圧力、そして社会的な偏見に

苦しむ物語は、少し間違えれば非常に

重苦しいメロドラマになってしまう。

しかし木村監督は、物語を常に前へ進

めることに重点を置いているように感

じられる。その結果、本作は深刻な問

題を扱いながらも、観客に対して「こ

の話は悲しいですよ。だから悲しい気

持ちになってください」と何度も訴え

かけるような作品にはなっていない。

技術的な面でも、本作にはかなり感心

させられた。特に、現在日本で作られ

ている同じような映画と比較すると、

その映像表現は非常に印象的だ。作中

では何度もアニメーションが使われて

おり、実写映画ではあまり見られない

ような楽しい躍動感を生み出してい

る。実写、アニメーション、編集、音

楽が組み合わさることで、本作には

「ただ綺麗に撮った」だけではない、

明確な映像的個性が生まれている。キ

ャストもスタッフも、他の作品とは一

味違うものを作ろうとしていたことが

伝わってくる。 

 

そして、本作の大きな見どころの一つ

が撮影だ。近年の日本映画には、あら

ゆるものをできるだけ洗練されたもの

として映し出そうとする傾向があるよ

うに思う。使用するカメラからカラー

グレーディングに至るまで、非常に

「完璧な」映像が多い。それ自体はも

ちろん美しいのだが、その結果とし

て、本作では、特徴的なカメラアング

ルや躍動感のあるトランジション、ア

ニメーション、



そして少し青みがかったカラーグレー

ディングなどが使われており、映像に

「質感」と「重み」を与えている。す

べてを完璧に綺麗に見せようとするの

ではなく、あえて映像に少し荒々しさ

を残しているのだ。それによって、個

人的にはより「映画らしい」作品にな

っていると感じた。映像そのものを美

しく見せるためだけではなく、登場人

物や物語を表現するために映像が使わ

れているように感じられる。 

何より、ここに木村太一という監督の

可能性が感じられる。映画というの

は、脚本、演技、撮影、編集、音楽、

そして作品全体のトーンといった、さ

まざまな「材料」からできた料理のよ

うなものだ。そして『FUJIKO』では、

調理師である木村監督が、それらの材

料を見事に組み合わせている。 

この物語は、一歩間違えれば過剰なメ

ロドラマになっていた可能性がある。

作品のあらゆる要素が、「この話は悲

しいんですよ」と観客に訴えかけるよ

うな作品になってしまってもおかしく

ない。しかし木村監督は、創造的な演

出によって作品に勢いと遊び心を与

え、最初から最後まで興味を持って見

ることのできる作品に仕上げている。

総じて、『FUJIKO』は、社会から逆風

を受けながら生きるシングルマザーの

苦悩を描きつつ、重いテーマとユーモ

ア、勢い、そして独創的な映像表現を

うまく両立させた、非常に魅力的な作

品だと思う。決して革命的な物語とい

うわけではない。しかし、必ずしもそ

れは必要ではない。大切なのは、与え

られた物語を監督がどうするかだ。そ

して木村太一は、この物語からかなり

多くのものを引き出している。 

圧倒的な逆境の中でも成功を目指して

戦う人物の物語が好きな人はもちろ

ん、昭和の日本社会において女性に求

められていた役割や期待について、別

の視点から考えてみたい人にもおすす

めしたい。 

  

何より『FUJIKO』を見て改めて感じた

のは、たとえ物語そのものがありふれ

たものであっても、そこに自分なりの

ものを持ち込める人たちが作れば、新

鮮な作品になり得るということだ。

M A E C I N E . C O M

C A L L .  0 2 7 - 2 1 2 - 9 1 2 7

前 橋 シ ネ マ ハ ウ ス
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